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所有者の氏名

所有者の住所

群馬県高崎市上滝町字西久保 1058 番地

木造 2 階建、 寄棟造、 瓦葺

451.65 ㎡〔 1 階床面積 451.65 ㎡、 2 階床面積 324.38 ㎡、 延床面積 776.03 ㎡〕

昭和 33 年（ 1958） 4 月 5 日着工、 同 6 月 23 日竣工

高崎市群南支所及び公民館と し て使用するため、

1 階作業室部分を 12 .39 ㎡増築・ 間仕切変更工事（ 昭和 43 年）、

外部建具を 木製から アルミ 製に改修工事（ 昭和 53 年）

信澤工業株式会社

信澤工業株式会社　 深沢春雄

高崎市

群馬県高崎市高松町 35 番地 1

登 録 年月日

令和 2 年 8 月 1 7 日

員 数 1 棟
かみ たき  まち

いん

り 　 　  れき

せ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  こ う

ずう

よせむねづく り かわら ぶき

のべ ゆか

ちゃ っ こ う

ぐ ん なん

のぶ さ わ

のぶ さ わ

たか まつち ょ う

たて   ぐ

ま     じ    き り

し ゅ んこ う

き ゅ う 　 　   ぐ ん 　 　 　  な ん           む ら    　 　  や く            ば          ち ょ う        し ゃ



建物の変遷
　 旧群南村役場庁舎（ 高崎市歴史民俗資料館）

の所在する高崎市上滝町は、かつて群馬郡群南

村に属していた。まず、昭和31年９ 月30日に群馬

郡の滝川村と 京ヶ 島村が合併して群南村が成立

し 、昭和32年8月1日に岩鼻村大字綿貫・ 大字栗

崎が群南村へ編入し たが、同日に群南村大字八

幡原の一部・ 大字宇貫を 佐波郡玉村町へ編入し

た。同年9月1日にも大類村大字下大類・ 柴崎の一

部が編入し たが、同年10月15日に群南村大字板

井を 佐波郡玉村町へ編入した。

　 役場庁舎は当初、旧京ヶ 島村役場を 使用して

いたが、新たな庁舎は新村のほぼ中央に位置す

る主要地方道高崎伊勢崎線と 主要地方道前橋長

瀞線の交差点から10 0ｍほど東の交通の便利な

当地が選定さ れ、昭和33年4月5日着工し 、同年6

月23日竣工さ れた。

　 昭和40年9月1日、群南村は高崎市と 合併し 、そ

の後、高崎市群南支所及び公民館として使用さ

れ、昭和53年10月1日から 高崎市歴史民俗資料

館として開館し 、現在に至る 。令和2年8月17日、

国登録有形文化財（ 建造物）に登録さ れた。

建物の概要
　 この建物は、木造2階建で東西に長く 、桁行18

間（ 32 .724ｍ）、梁間5間（ 9.0 9 0 ｍ）の総2階。北

側東寄り に桁行7. 5 間（ 13 . 6 3 5 ｍ ）、梁間5 間

（ 9.0 9 0ｍ）の平屋が付く 。建築面積は451.65㎡

（ 1階床面積451.65㎡、2階床面積324 .38㎡、延

床面積776 .03㎡）である。

　 ほぼ南正面に車寄と 玄関が付く 。屋根は寄棟

で日本瓦葺、外壁はモルタル塗リ シン仕上。玄関

ポーチの壁は煉瓦積など 、ほぼ建設当時の仕様

を 保っている 。昭和43年には施設の機能を充実

さ せるため、背面1階の一部12 .39㎡を増築・ 間仕

切変更工事を行っている。外部建具は、昭和53年

10月に歴史民俗資料館と なる際に、2階東側の2

部屋を残し 、木製からアルミ サッ シに替えた。

リ シン仕上

　 モルタル外壁の仕上げ方法の1つ。

　 細かい石を 混ぜた塗料を モルタルに吹き 付けるた

　 め、表面に細かい凹凸があるのが特徴。

有形文化財（ 建造物）

　 建造物、工芸品、彫刻、書跡、典籍、古文書、

考古資料、歴史資料などの有形の文化的所産

で、我が国にとって歴史上、芸術上、学術上価

値の高いものの総称。このう ち、建造物につい

ては国が指定する国宝・ 重要文化財（ 建造物）

と 国が登録する登録有形文化財（ 建造物）が

ある。
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特 長

◎柱材は全体的に杉材が多く 使用さ れてい

る。2階建部分で確認できる通し 柱（ 計33本）は杉

材で、5寸（ 150 ㎜）の角材、長さ は定尺（ 規定の寸

法）の24尺物（ 7. 27 2 ㎜）の無垢材を 使用してい

る 。現在では、こ の大きさ の柱は集成材が多く 使

われる。

通し 柱

　 土台から 軒まで1本で通った、継ぎ目のない柱。各

　 階を一体化さ せ、強度を高める。

無垢材

　 合板や集成材ではなく 、使用する形状を丸太から

　 切り 出し た木材。天然木本来の風合いを持つ。「 正

　 物」ともいう 。

集成材

　 小さ な板材の木目の方向が平行になるよう に重ね、

　 接着して再構成し た 合成材。木質でも 長大な 構

　 造材や湾曲材をつく ること ができる。

◎腰壁は内部階段室と 議場室（ 現在はく らし

の部屋）に、仕上材としてラワン材でリブ 調に加工

さ れた音響用の内装材「 コ ペンハーゲンリ ブ 」を

取付けて、吸音や残響の度合いなどの効果と 多

少の高級感を 出している 。当時、こ の仕上材を

使った建物は多かったが、現存しているも のは少

なく 希少価値がある。

腰壁

　 壁の低い部分に板材などを 張り めぐ ら せた壁。壁

　 の床面から腰の高さ にできやすい傷や汚れに対応

　 するための壁の仕上げ。

コ ペンハーゲンリ ブ

　 ラワン材でリ ブ 調に加工さ れた音響用内装材。曲

　 面をとり入れた壁面材。

◎2階の梁は「 挟み梁」。2階建部分の小屋

組は、桁上に京呂組で 架かる真束小屋組（ キング

ポスト ト ラス）で、接合部の「 接点」は添え板ボルト

継ぎ。建物の柱間（ スパン ）が約9.09ｍあり 、ト ラ

ス構造で、部材が三角形を 作るよう に組み合わさ

ること で重い屋根を支える堅固な構造である 。同

時に、柱のない、広く 開放的な空間を 作り 出してい

る 。こ のト ラス構造が長く 風雨に耐えてこら れた

理由の一つである。

挟み梁

　 2材の間に枕・ 支物ともいわれる飼木などをはさ み、

　 ボルト などでつづり 合わせた梁。

小屋組

　 屋根を支える骨組みの構造。主要な柱に桁や梁を

　 架け、梁の上に束を立てて、その上に母屋と 棟木で

　 斜面を 形成し 、垂木を取り 付けて野地板を設置し

　 て屋根と なる。

京呂組

　 柱の上に軒桁をのせ、その上に小屋梁を 架ける構

　 造。旧新町紡績所と 同じ 工法。

真束小屋組（ キングポスト ト ラス）

　 ト ラス構造の1つで、山形のト ラスの中央に真束と

　 呼ばれる支柱が入ったも の。大規模な木造建築な

　 どに利用さ れている。重い屋根を支える堅固な構

　 造になると 同時に、柱のない広く 開放的な空間を

　 作ること ができる。フランスの技術を導入した建物。

　 世界遺産富岡製糸場と 同じ 工法。

ト ラス構造

　 部材を三角形につなぎ合わせた骨組構造。部材に

　 作用する力が小さく 、接合部が自由に動いて変形

　 し にく い。細い部材でも 構造物をつく ること ができ

　 るが、階高の高さ が大きく なる。大規模空間の屋根

　 構造に適しており 、意匠的にも美し い。

◎床材は1階・ 2階とも 、ほと んどの部屋と 廊

下、階段にブナ材を 貼り 、現在も 建築当時のまま

で 使用さ れている。

◎付書院（ 出書院）のある2階の日本間会議

室（ 現在は高崎城甍の間）は、床の間の採光、装飾

があり 建築当時のままである。
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内部の仕上げ
　 玄関の床は色モルタル、一部タ イル貼。腰壁はコ ペンハーゲンリ ブ 貼。壁は漆喰塗、天井は吸音テッ クス

貼、また事務室・ 展示室の床はブナフ ローリ ング貼、壁は漆喰塗、天井は吸音テッ クス貼である 。なお、湯沸

場として使われていた現在の「 いろり の部屋」には、竈も 当時のまま残さ れている 。階段の段板、真鍮製の滑

止、木製手すり 、2階和室の畳敷、壁天井のパルボイド と 呼ばれる繊維系の塗壁仕上なども 、改修せずにほと

んど当時のままの仕上である。

◎外窓はアルミ サッ シに交換し た部屋も あ

るが、小会議室（ 現在は記憶の部屋）、委員会室

（ 現在は昔の教室）は、建築当時のままの木製建

具が残っている 。窓は「 戸杓り 」（ 戸決り ）を 設け、

引き戸を閉めた際に、隙間が生じ ないよう 戸の厚

さ 分より 少し 広めに削った「 し ゃく り 」を 6 ㎜程度

彫り 込み、溝に戸がわずかに食い込んで、風雨が

入ら ないよう 防止する配慮をしている 。( 建築当

時は全ての外窓にこの方法が施行さ れていた)

戸杓り (戸決り )

　 引戸などが柱や出入口枠の建具に当たる部分を溝

　 切り をすること 。

◎屋根は日本瓦の棧瓦( 桟瓦) 葺で建築当時

の瓦葺である 。瓦の総数は約95 0 0 枚、重量は約

25 .5ｔ ある 。こ の瓦は、今日まで風雨に耐えなが

らこの建物を 維持している。

棧瓦(桟瓦)

　 日本瓦。断面が波形で、隅に切り 込みのある瓦。本

　 瓦葺の牡瓦と 牝瓦を一枚瓦に簡略化し たも の。江

　 戸時代以降に用いら れるよう になった。

◎建物全体は和風建築で 建設さ れてい

る 。構造材、内法材、下地材、内装材、床材などに

木材を 使用している 。木材の使用量は約145㎥、

重量は65ｔ 。
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2階和室（ 畳・ 壁天井パルボイド ）竈

ばり

ばりかまど たたみ かべてんじ ょ う
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し んちゅう 　 すべり どめ
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高 崎 市 歴 史 民 俗 資 料 館
① JR高崎駅西口（ 群馬中央バス） 県立女子大行き約30分 「 慈眼寺裏」 下車徒歩3分

② JR高崎駅東口（ 群馬バス）　 　 亀里JAビル行き約20分 「 下滝西」 下車徒歩8分

③ JR高崎駅東口（ ぐるりん）　 　  群馬の森線 「 滝川郵便局入口」 下車徒歩15分

④ 関越自動車道 （ 高崎 IC）5分

⑤ 関越自動車道 （ 高崎玉村スマート  IC）3分

⑥ 北関東自動車道（ 前橋南 IC）5分

開館時間： 午前9時～午後4時　 休館日： 月曜日　  

〒370 -0 0 2 7  群馬県高崎市上滝町1058

Te l・ Fa x： 0 27（ 35 2 ）12 61

E-m a i l： rek im in @ ci ty . ta k asak i . g u n m a . j p

h ttp ://w w w .ci ty.tak asak i .g u n m a .jp/do cs/20131219 0 0362/

駐車場 : 大型車 3 台／普通車 2 0 台

高南中

建物の価値
1. 昭和の町村合併を 物語る建物

　 昭和28年10月1施行の「 町村合併促進法」と 、同年10月31日に閣議決定さ れた町村数を約3分の1に減少するこ

と を目的し た「 町村合併推進基本計画」を 達成するために、昭和31年6月30日に施行さ れた「 新市町村建設促進

法」に基づき全国的に推進さ れた昭和の大合併と 市町村の変遷の歴史を 物語る建物である。

2 . 昭和30年代の木造の役場庁舎であり 、当時の建築様式を 残す建物

　 建設当時の庁舎建築や学校建築は、鉄筋コンクリ ート 構造の建物が建てら れ始めた時期にもかかわらず、木造

で建造さ れ、県内においても 木造の市町村庁舎は数棟確認できる程度で、ほと んどは解体撤去さ れている。こ の

建物は、背面1階の一部に増築（ 12 .39㎡）さ れているが、本格的な改修はなさ れておらず、間取、仕上等は建設当

時のままである。昭和30年代の地方における木造の役場庁舎建築として価値が高い。

3 . 現在も活用さ れている建物

　 高崎市と 合併後は、群南村役場としての役目を終え、高崎市群南支所及び公民館、その後昭和53年10月から高

崎市歴史民俗資料館として現在も 有効活用さ れている。

4 . 地域のランド マークとして住民に親しまれている建物

　 昭和30年代の建築様式の庁舎として地域住民に親しまれている。

まとめ
　 建物の全体的な特長は、武道場などに匹敵する大きな柱間（ スパン）で、柱のない大広間を取る工夫がさ れ、見

えない部分に火打梁方杖( 見える部分は非望見方杖)などを多く 取入れて、重量に耐えら れるよう な大きな木材類

を 使用し 、建物全体を強固にして耐震、風雨、積雪にも 耐えら れるよう にし た木造建築物である。神社・ 仏閣のよう

な装飾的な建築物ではないが、機能性を重視した希少で保存的価値のある歴史的建造物である。

火打梁方杖

　 水平方向に梁と 桁を 斜めに補強するのが火打梁。柱と 桁、柱と 梁の内角に斜めに突っ 張って補強するのが方杖。（ 天井裏）

非望見方杖

　 方杖は構造材であるが、化粧材として使われることも ある。
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